
　○意見募集期間：令和５年８月31日（木曜）～令和５年９月20日（水曜）

　○結　果：提出者15名　提出された意見26件

No. 意見の分類

延岡市水防センターに関する意見募集／意見の概要と本市の考え方

意見の概要 市の考え方

1 肯定的な意見

最近は異常気象による水害リスクが高まっており、この様な水防施設が整
備されることは大切なことだと思う。

この施設は、市民の皆様の安心・安全を確保するために、災害時
において水防活動の拠点として使用する施設となっています。ま
た、一時的な避難場所としての使用も計画していますので、完成
に向けて鋭意取り組んでいきます。

2 肯定的な意見

延岡は元来、川や海に囲まれた環境下にある素晴らしい土地だと感じてい
ます。しかしながら、自然に囲まれている以上、過去には水害等の大きな
被害にも見舞われています。私自身は、こういった環境にある中で暮らす
以上、自然災害と一緒に暮らしていくことも考えていかないといけないと
思っています。ですので、こういった施設ができるのは大変すばらしいこ
とだと思います。

3 肯定的な意見

住んでいる所から離れているので使用することはないと思いますが、災害
時に市民が少しでも安心できるのなら良いと思います。

4 肯定的な意見

今まで延岡地区が過去に氾濫したという話を聞いたことがなかったため、
この施設が必要なのか、最初は疑問を持ちました。しかし、近年の雨はゲ
リラ豪雨など、昔と少し違っており、災害を見据えて行動する必要はある
と思います。宮崎県は南海トラフなど地震が来る可能性もあるため、こう
いった施設があっても良いと思いました。

5
完成後の施設活用

について

防災設備の充実は期待します。十分に活用していくことが大事で、国との
協議で普段の管理区分を設定してほしいです。
管理を十分にして、人家が近くに少ないようなので、いたずら・破壊など
が起こらないようにしてもらいたいです。

本市としましても、市民の皆様が親しみをもって利用できるよう
な施設を目指していますので、平時の活用方法については、今
後、地域の方々との意見交換も行いながら、検討を行っていきま
す。

6
完成後の施設活用

について

水防センター概要の「完成後の施設利用について」に書かれている「水防
活動の訓練や防災意識の向上を図る学習の場としての利用」以外ついて
も、地域の皆さんがこの水防センターに興味を持ってもらうため、できる
だけ利用していただくことが重要だと思います。

7
完成後の施設活用

について

完成後については、しっかりと市民レベルまで活用できるようになるべき
だと思っています。水害が発生した際は当然活用されると思いますが、大
事なのは、自然災害が発生していない普段の活用方法がしっかりとなされ
ているかです。例えば、地域の方が散歩の途中に気軽に立ち寄れ、展示パ
ネル等を通じて水害発生時の避難経路や避難場所が確認できたり、延岡市
内の小学校の社会科見学等にコースとして組み込み、小学生レベルからそ
ういった意識醸成ができるような施設になるといいのではと思います。自
然災害を完全に防ぐことは不可能ですが、人的被害を最小限に抑えること
は可能だと思います。

11
維持管理費用につ

いて

維持管理費が概案とはいえ、低く見積もりすぎではないか。 維持管理費については、水道代、浄化槽維持点検費用、電気代、
管理人の人件費を見込んでおり、低すぎることはありません。な
お、一般家庭や事業所とは違い、通常時は管理人常駐に伴う使用
や防災講話・会議等での使用のみとなるため、同様の公共施設
（市内のコミュニティセンターなど）を参考に試算しています。

8
完成後の施設活用

について

平常時は、サロンにも公民館として利用しても不自然でないと思います。

9
整備費用に対する
補助について

水防センター概要の「整備費用」で施設の延べ面積約300㎡で概算費用が
約150百万円になっていますが、この費用に対する国等の補助金等はある
のでしょうか。あるとしたら、どの程度になるのでしょうか、教えてくだ
さい。

防災・減災対策のための施策を早急に進めることができるよう国
により創設された「緊急防災・減災事業債」を活用することとし
ています。この事業を活用することにより、国から70％の財政支
援を受けられることとなります。

10 整備費用について

建物の規模、使用目的については、問題なく良い計画だと思いますが、概
算費用においては、かなり高めの設定と思いました。軽量鉄骨造の坪当た
り単価が70万～90万程度と聞いています。90坪×90万の時でも、8100万位
です。市民の立場からすれば、少しでも低予算であることを願います。

坪当たり単価は、物価・資材の高騰も影響していますが、一般的
な住宅と比較して、以下の点で単価が割高になると思われます。
なお、今後、発注単価等の精査を進めた上で入札発注を行い、コ
スト縮減を図っていきます。
①建物に対する水回りの面積割合が高いこと。
②平屋のため、基礎周りの工事費が高くなる傾向があること。
③備蓄倉庫入口に、電動シャッター等を用いる考えであること。
④工事費の中に、ピロティ―や外構（駐車場整備・外灯）、水道
管引き込み工事が含まれていること。

14
施設の外観につい

て

いつ来るか分からない災害だから日頃から建物の存在を知ってもらうのが
大事だと思います。外観は明るく元気になれるような目立つ色がいいと思
います。がっちりとした石造り風でヨーロッパのお城のような安心感があ
るのがいいと思います。延岡市のロゴマークや市旗もあったらいいと思い
ます。

当施設は、河川景観・周辺景観の調和がとれ、本市の景観計画に
おける色彩基準を満足する色（茶色）を選定する考えです。ま
た、国が整備する防災ステーションは、安心を与える防災拠点を
意識し、盛土法面については、自然石風の防草用コンクリートブ
ロックが施工されると聞いています。

12
施設の利用料金に

ついて

平常時には学習施設、文化活動の拠点として利用するとのことだが、使用
料金は発生するのか。発生した場合は、維持管理の原資として使用するの
か。

災害時の使用や訓練などの水防活動に利用する場合、使用料金は
徴収しない予定です。
それ以外の文化活動や目的外利用については、使用の可否や使用
料の徴収も含めて今後検討していきます。

13
整備の案内につい

て

パブリックコメントの協力依頼があって初めてこの整備を知った。延岡市
の各企業には整備する案内を行っているのか。市民に広く知れ渡るように
してほしい。

延岡市では平成30年度からパブリックコメントを行っており、市
民生活に影響の大きい市の基本構想や政策等の策定又は改廃、各
種計画、大規模事業などについて、案の段階で公表し広く意見を
募集することにより、その形成過程から皆様に参加してもらって
います。従来から多くの方々にご意見をいただいているほか、今
年度からは無作為に抽出された市民の方々からもご意見をいただ
くことにしています。また、意見の募集に併せ、報道機関へパブ
リックコメントの実施をお伝えし、記事等にて取り上げていただ
いていますし、実際に水防センターの事業についても新聞記事で
取り上げられています。
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　○意見募集期間：令和５年８月31日（木曜）～令和５年９月20日（水曜）

　○結　果：提出者15名　提出された意見26件

No. 意見の分類

延岡市水防センターに関する意見募集／意見の概要と本市の考え方

意見の概要 市の考え方

15
津波発生時の安全
性について

防災学習の場になることはとても良いと思いました。避難者が安心して過
ごせる場所になれば良いと思いますが、川の合流点ということで、地震の
際に津波が発生しても安全なのかとも思いました。

この施設は、五ヶ瀬川等の河川洪水を想定した防災施設として整
備を計画し進めています。
整備箇所周辺は、令和２年３月に宮崎県より発表された南海トラ
フ地震による津波浸水想定区域にはなっておりませんので、津波
による被害の恐れは低いと考えており、国もそのように判断して
いることから、この場所に国が河川防災ステーションを整備する
ことを決定し、その中に市が水防センターを整備するものです。

16
施設の機能につい

て

レイアウト図の中で感じたことはで廊下は必要ないのではないかと思いま
した。男子シャワー室のとなりの0812の標記が何なのか分かりません。男
子シャワー室と女子シャワー室は、廊下が一緒、入口も近いので間違って
入ってこられたらと思うと恐怖を感じます。男子WC側と女子WC側に離して
くれた方がいいです。給湯室は避難者60名を想定しているにしては小さす
ぎだと思います。給湯室スペースは会議室にもってきて対面式システム
キッチンにしたら使いやすいのではないかと思いました。

水防センターは、国が整備する防災ステーション敷地内の利用可
能な限られた面積で整備する必要がありますが、外からも利用可
能なトイレも整備し、障がい者の方も安心して利用できる多目的
トイレも含めた、トイレやシャワー室の数、会議室等の配置を計
画しています。レイアウトの配置変更や対面式システムキッチン
の採用は難しい状況ですが、市民の皆様が安心・快適にご利用い
ただけるよう詳細を今後検討していきます。

なお、避難施設としての収容人数については、本施設の主な避難
対象となる小峰地区の令和２年台風１０号や令和４年台風１４号
の避難者数の実績（これまで10人以下と聞いています。）等から
も、収容可能な規模と考えておりますし、この点については、地
区役員との意見交換も実施した上で計画を作成しました。また、
この施設以外にも、南方地区内には避難可能な施設を指定してい
ます。

避難施設として利用した際の防犯対策については、様々なケース
が考えられますが、例えば、女子更衣室入口は、施錠可能な構造
としていますし、施錠が可能なことから、乳児とともに避難され
たお母さんの授乳スペースとして利用していただくことも想定し
ています。

市におきましては、避難場所に避難することだけが避難ではな
く、親戚や友人・知人宅、ホテルなどに避難する「分散避難」に
ついても、様々な機会を通じ市民の皆さんに周知を行っていると
ころです。高齢者等避難や避難指示が発令された場合は、ご自身
が安心できる場所への早めの避難をお願いします。

17
施設の機能につい

て

最大で60名程度の避難利用では不十分でないでしょうか。

18
施設の機能につい

て

風水害時の避難場所となるのであれば、乳児に授乳できるプライベートな
空間がないと赤ちゃんとともに避難するお母さんは不安のではと思いまし
た。

19
施設の機能につい

て

高齢者が避難すると考えるとトイレ利用の高齢者がいるかもしれないの
で、多目的トイレか車いすが入れるトイレがもう少しあればと思いまし
た。

20
施設の機能につい

て

風水害時の指定避難所のない小峰地区の住民としては、水防センターに避
難場所が設置されることは大変心強くありがたく思います。記事によりま
すと、避難場所の収容人数は最大で60人程度となっていますが、もう少し
人数を増やすことはできませんか。

21
施設の立地につい

て

非常時において、実際に使用できるか不安です。もっと高台に設置すべき
ではないでしょうか。

23
施設の立地につい

て

今回延岡市が設置する「延岡市水防センター」の設置場所は、延岡市の作
成した洪水・土砂災害ハザードマップの小学校区別一覧の南方小学校区に
よると、想定最大浸水深５ｍ以上１０ｍ未満で、早期立退きが必要な区域
内となっています。計画では、想定最大規模の洪水高さでも浸水しない高
さに盛土されているとありますが、いくら国土交通省が整備するからと
いって、洪水発生時には水防センターの周辺が役目を果たさなくなるよう
な場所に１億５千万円の費用を要して水防センターを設置することは、市
民の安心安全を確保する目的に反していると思います。市民の安心安全を
確保するため、利便性が良く市民の安心安全が本当に守られている場所に
水防センターを造ってください。お願いします。

24
施設の立地につい

て

このような施設を作って備えることは大賛成です。資料をじっくり読む時
間があまりなかったので見落としているかもしれませんが、この土地は過
去に水没したことはありませんか。この地区にあまり行くこともないの
で、どのような土地かもよく知らず、勝手なことを言っているかもしれま
せん。この土地が水没せず、周辺が水没してこの施設にたどり着けないこ
とがなければ、大賛成です。

26
河川防災ステー
ションについて

五ヶ瀬川では、過去に度々水害が発生している。最近では、２００５年に
記録的な降水量で大きな被害が発生した。１７年後の２０２２年も台風１
４号により、同じような被害が発生した。水害のリスクは年々高まってい
る。水が堤防を越えて市街地全体が浸水する事態がいつ発生してもおかし
くない。洪水対策として遊水池的な役割を果たす田畑の存在は大変重要で
ある。天下・小峰・高野地区の水田も洪水時には遊水池的な役割を果たし
てきた。したがって、このような場所を埋め立てるというのは本末転倒で
ある。計画時にそんな議論はなかったのだろうか。担当者は言うだろう。
「埋め立てた面積は浸水予想エリアの１％以下ですよ。」と。でも、ここ
を埋めたことにより、洪水時には水位は確実に上昇する。０．１％でも埋
めるべきではなかったと考える。

国の河川防災ステーションは、国がこれまでの被災状況を踏まえ
た上で、盛土をして整備することで、安全が確保されていると判
断して整備を決定したと聞いております。

防災ステーションは、国の河川防災関連施設及び河川防災ステー
ション整備要綱に則り、市内外からのアクセスや災害リスク等を
考慮した上で国が整備箇所を決定し、現在、整備が進められてい
るところです。

そもそもこの施設は、国が整備する河川防災ステーションの中に
整備するものですので、国は盛土などを行うことで災害上問題な
いと判断してこの場所に河川防災ステーションを整備していま
す。

水防活動を国と連携して円滑に行う拠点であることから、国の河
川防災ステーション（ヘリポートなどもある）の中に建設するこ
とは望ましいと考えています。

また、防災ステーションの南側には、東九州自動車道・九州中央
道へ直結するルートが既に確保されていることから、有事の際の
出動や交通アクセスの面でも好条件の立地であると考えていま
す。

更に、広域的な大規模災害時を想定すると、緊急復旧用資材の提
供や災害対策車両の中継基地の役割も担うことも可能となってい
ます。

22
施設の立地につい

て

延岡市が作成した非常時の水防活動や災害時の一時的な避難場所として使
用する事で市民の安心安全を確保する事を目的として設置する「延岡市水
防センター」の設置場所選定理由について教えてください。

25 その他

独り暮らしやペットのいる人、車がない人等の移動手段はどうしたら良い
ですか。

避難に際しては、避難行動が早めに行えるよう、天候が悪化する
前に避難指示等の発令を行っている状況のため、移動手段につき
ましては、徒歩での移動や、親せき等のお知り合いにご協力いた
だくほか、タクシーを利用される等が考えらえれますので、ご自
身に最も適した移動手段のご選択をお願いします。

また、ペットを飼育されている方は、ペットと同行避難が可能な
施設もあり、市のHPでもご確認できますので（現在市内に54箇所
あります）、ご不明な点等については問い合わせをお願いしま
す。

なお、この施設についてもペット同行は物理的には可能となるよ
う整備する考えです。
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